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岸最町 モ ニ港好
投ハ

一一 高周東錨最ナ

露地園 ヨ ス深 Jレ
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比 サ 甘 J、ー箇彼舶 地 悪

一ナ モ ジ レ 藷農海底杵 ア 水、
ミノ 山テ 要業里

一一 郡 路、 、 、
一野凡モ 荒 ヲ 飴寄嘱ー
般二 ソ燃砥 主 ヲ港 ノ J、

ニ娘一料 ア 往ス捕長 二 一二 三、〆一、、
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川ト延イ傑－ ＿.＞、ノ最 モ スレソ終問

斗 一長（イ鹿内潟高某へト百レハ
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デ ノ過デ事『 北必立 グ 地連難ハ附
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ダキスダ浦 ー ナ内 絶タュニ

ユノ、ジユ鼻 カ液スリ i甫慢壁明基 於
ン ナ因

ウ著テウ 間 二 Jレ ト ニナ ヲ ラス テ
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之凸 τ口~ ノ ノ ア 海繁 可， 3、5”へ キ
一一、 、

ヲ 少タト原沿釜断 J、 ~，、 グ 経 ノ 一 達、
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二岩成 ノ .）；自U ア－ ノ 日 告質 第異 J、、
峰 ノ ス 殆 貴 崎市施本 ヲ 調ー ヲ サ

頭護 Jレ 重戸 ジ行鍍以査一生 Jレ

ヲ 達地金 ノ炭テ セ業 テコ シ ナ

除セ 質島参田本シ曾鳴開 地海 、
キ Jレ J、

一一 考地所試誌矢 ス 岸惟

島脊 水賦 資質佐錐 上 Jレ質ニ ブ

ノ 梁成存料調川工 一一
ス 言巴 此 一一、

金 山岩ス タ 査技 事登同銀 ノ j朝

音rs MJi 
一
Jレ 報師 ノ 載 十 月 如 ・流、
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一
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近 北 ー一 金 ノ 告郎十際炭 ラ於
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八 α ノ於ノ化金過 l・ ~~－ ノヲモ島

十月屠 テ 化ノ剛キス ーl 炭組ノ ニ
、 ー一

尺松序是石扶石サ主一層成ナ於
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ジニ至 ノ カ参出照百 」 ヲ及準ス

よジレ露露！？地 τ泊｛忌上轡化 Jレ、
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ト岩扶島園累ニ 等 露四マ有ス日

方正 テ 圏第参 暦 炭八出尺L Lケ－ ジル弧

色リヲニ照中層箇 ス ヲ 叉ヲ立、..＿.. ←1
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一
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九
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西 一ー ノ Jレ ゲ ノ ノ 至 J、明標 ジ

一一一寸

ヲ ジ落 四唱干疑 モ十其下準其第

指テ差 尺 ブ 明 ア ノ 五数谷化西ー

ジ東 ヲ 及ポ断 Jレ 度甚 川 石端標、
間帯釜海有 ノ 断層 コ 野コ タ J、準

ノ 岸ス 奮暦 一一
比ジ多 J、 J、固化

、
浦 二本坑 ノ 漣蹴 ス ア ケ傾 A 示石

ノ 於断 内北 ~~ Jレ北 レ斜線セ帯

東 テ暦 → ー 及 ア ノ 二百 北 ーー Jレ ノ

岸 J、 ヨ 於北島如松叉モ西遠方露

概 テ東 ヲ ジ 島 J、大叉 シ 向頭、
西ジ 以 明方雨荒 ノ 西ナ ，、 ア ヲ ヲ

泊テ 4t ーー J、 断 川 南北 ノレ 西油取見

ノ 北釜其念 ジ ノ 部西モ南減 Jl〆

北 西 ノ 存 一一
島北川 ヲ ノ 西 γ ア －＇・、

岸 ヲ浦 在中 中遺骨指ナ五以海 A、
釜 → 一 ヲ 下最 ・4 ア セ ジ度南中断、

J、 ノ 至 認部長山 盆 明 乃 ノ、 ーー 居、
向浦 JI〆 知 居 ノ 北扶 此 下至頁入 ノ

斜附間 ジ
一一 断西構屠谷十岩 Jレ東

ノ 近ノ、 海獲暦 一一 造向 川 五 一一 モ端、
扶 ニ傾 岸ジ タ 走 ノ 及荒度鑓 ノ と
ヲ テ 斜 コ i毎 レ －傾 川 ナ セ 、選、、
墨 J、 コ 於岸之 Jレ 部斜間 Jレ 長日 －・・

「、
セ南度 ア 及 ヲ 大 ヲ ヲ ＿，、 モ ..＞、 グ止
凡演荒断形犠傾

、
々乃 ノ ン 犠 レ、
断東至 ソ 泊 川 居成 ’山 斜多 ド 下 Jレ

」

暦 ヨ 十 一 一一
ノ ア セ 南~ グ J rr ノ一 一

ノ 五 百於大 るノ 西度断 ヨ 第基、

ヱ
ハ



断 ノ 1レ 山 々 控 Jレ ア 布 ヲ 岩及曾大

居 言断 一一 西 ーー 観知街結 ノ 箕セ ナ

一一 暦近 一一 数 ア Jレ セ ，、、 厚島 Jレ Jレ

一 依 ア グ 一 百 Jレ ヲ 1レ Jレ 屠 一一 南モ一
連 レ Jレ落 度尺 一一 得中線 ア 西下 ノ

ノ J、 コ 差乃 上徴へ部及 Jレ方 ナ

モ 山 数至 昇 ジ ジ 暦吉 カ 一 ノ ジ、
ノ ノ ＿，、 十 八 セ 之叉 一一 原 潟緩モ
紳磐一寸 尺度

〆

ナ Jレ ヲ 其封入 一一 斜 ノ 居住
3レ ヲ 手足 ナ 傾 モ 第居 ジ 江 島 セ J、 モ

一寸ノ、、 通山 Jレ 斜 ノ 一座テ ノ 中 Jレ東 グ
L 

試ジ ジ ノ 一 セ 一一 其線 一地南 ロ一、
τ口と ア 露断 Jレ 認錐就相以 種居東が

原 北頭暦 モ i‘ ノ、 ア 遺北 ノ ＿，、 方サ
ノ 下 ノ ア ノ 鰯最 J、 著 ヲ 累 官西 キ

多場下串
し一

入 可I可"' ジ 限 唐 一一 泊ナ、 、
江 ナ低鰯 グ 及部島 自H ヲ炭海 Jレ、

呈居岸磐一寸ノ Jレ ヲ 場 山 LIJ 一一 東 チ 此
南 蹴比 ノ ノ ノ 該岸其地 ジ ヲ 一一 ~！£ 、

北層較南請申神常ナニ域其介達 L坑山－ 

爾アセ蓬ノ附ス Jレ線外接在ス

岸リハニ甫近 Jレ筋一寸 ノナ達セ Jレノ
＿，、 明 甫 東 一一 モ石断 Jレ ノ サ モ北

累 云ナ方 方 於
L 
ノ ノ 屠 白 匿 Jレ ノ 遅

七 居 ブ Jレ 四 一一 ア 、下ナ色 域 ノ 、一一、
及 恐へ 十 ノ、 ＿，、 断方 Jレ碇 ，，、 、、、 長日 テ

居 フ シ’ 尺辻 地唐 ーー コ 質 ナ ジ 同、 、
位 グ 叉下 山 暦 一一 整 砂 島 フ 域坑

ーー 青古 及 ＿，、 依合推岩 τa ス ケ 内、
於 山老ナ 端 甫 ア ス γ ノ 原轡鼻 一一



高テ直 ミ／ ナ 此松 ヲ レ推 J、 ア

九該チ ア ア 雨 島 指其知各相
千面二水 J、炭 ーー セ 雨 ス断異

ニ積金平 ス殆居於 Jレ岸 Ji- 暦ナ、
百 J、面コ 此 ト J、テ第深ノニ ノ リ

十百積近地金荒将 溝累足走島
-1..... 

向 中九四 ヲ グ 域部川来ハア居 Jレ、
H 十 以之 コ採 ノ 望 Jレ ヲ 内及最
四一寸 九 テ ヲ 在掘大 ヲ炭ニ 比浦辻モ

尺寓炭明 ジ戸蝿 徴較 湾 山 路
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レ 1也娘鍍ス大 ヲ 掘四本年三治向、
之質以匡 セ採進十抗 四 十草 J、

ヨ －西 ル掘 ス五道 月 九 シ

J、 ヲ J、 ヲ セ ル間 古年松

脊上領七 ai ジ コ ーー シ 賀美島 ス
梁中 ス十 メ 71 ア ア 氏数炭、
山 部諸四 明近 凡 事 －＇，、 年鍍、
脈 ノ 般寓 治時 三是業 更来 J、

一一 一 ノ 四 四本 十 ヨ ヲ 一一 中元一
至累建千 十抗 間 開 四止内

Jレ層築四 二道 ＝抗始尺 セ j甫

間 ヨ 物百 年上 ジ道ジ ＼艮 Jレ炭
，，、 J、九 四抗 ア J、 タ ヲ ヲ坑

上 成内十 月 口 筋一寸 南 モ 現、
部 Jレ浦四 ヨ ヨ 石十其採抗栴、 し一
居中間 tSF 二五坑掘主ジ

ヨ 部 一一 ア 之 三 宵度口ス古筋一寸

居臨 ヲ百 八西 J、 Jレ賀石
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